
 
 
 
 

 株式会社セントラル医学検査研究所 

TEL(本社)029-225-8858 (下館)0296-28-5900 

 

先生各位                                      令和元年7月 
Ａ-19-13 

 

検査内容変更のお知らせ 
 

拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
また、平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 
この度、下記検査項目におきまして、測定方法と報告日数の変更をご案内申し上げます。 
何卒ご了承賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

敬具 
記 

◆ 実 施 日      2019年 7月 16日（火）ご依頼分より 
◆ 変更内容 
2018･19年 
検査案内 

項目 
コード 検査項目 変更箇所 新 旧 

未掲載 18940 NT-proBNP 
検査方法 CLIA法 ECLIA法 

所要日数 2～3日 2～5日 

＊基準値、検体、保存方法の変更はありません。詳細は裏面をご参照下さい。 
◆ 相関図 

 

臨床検査に関するお知らせ 



●●● NT-proBNP（脳性Na利尿ペプチド前駆体N端フラグメント）●●●●●●●●●●●●●●●●● 

    
NT-proBNPは、健常人では血中濃度が極めて低値であり、心不全の重症度に応じて BNPと共
に鋭敏に増加するため、心不全の病態把握に有用です。尿中 Na排泄促進や血管拡張作用などの生
理活性を持つ BNPに対し、NT-proBNPは生理活性を持たず、血中で比較的安定していることか
ら血清検体での測定が可能です。また、NT-proBNPは腎臓から排泄されるため、腎機能の影響を
考慮することが必要です。 

 
◆ 検査要項 
 

検査項目 
NT-proBNP 

（脳性 Na利尿ペプチド前駆体 N端フラグメント） 

項目コード 18940 

検体量 血清 0.5ｍL 

容器 01 

保存 冷蔵 

検査方法 CLIA法 

基準値 125以下 pg/mL 

所要日数 2～3日 

実施料／判断料 140点／生化学的検査（Ⅱ）（144点） 

診療報酬 
備考 

脳性Na利尿ペプチド前駆体N端フラグメント（NT-proBNP） 
ア. 「18」の脳性Na利尿ペプチド前駆体N端フラグメント
（NT-proBNP）は、心不全の診断又は病態把握のために実施し
た場合に月 1回に限り算定する。 
 

イ. 「18」の脳性Na利尿ペプチド前駆体N端フラグメント
（NT-proBNP），「16」の脳性Na利尿ペプチド（BNP）及び
「43」の心房性Na利尿ペプチド（ANP）のうち 2項目以上を
いずれかの検査を行った日から起算して 1週間以内に併せて実
施した場合は，主たるもの 1つに限り算定する。 
 

ウ. 本検査を実施した場合は，診療報酬明細書の摘要欄に本検査の
実施日（「16」の脳性Na利尿ペプチド（BNP）又は「43」の
心房性Na利尿ペプチド（ANP）を併せて実施した場合は，併
せて当該検査の実施日）を記載する。 


